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第 ２ ０ － ０ ２ ８ 号 

２０２０年１０月２７日  

２０２１年３月期 第２四半期決算および通期業績予想について 

ANA ホールディングス㈱は、１０月２７日（火）、２０２１年３月期 第２四半期決算を取りまとめました。
詳細は「２０２１年３月期 第２四半期決算短信」をご参照ください。 

１．２０２１年３月期 第２四半期の連結経営成績・連結財政状態 
（１）概況 
 当期のわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響により企業収益の大幅な減少が続き雇用情勢が弱い

動きとなる等、依然として厳しい状況にありますが、このところ持ち直しの動きがみられます。
 航空業界は、各国の入国規制や外出自粛等により人の移動が激減したことから、世界的に厳しい状況に

あります。
 新型コロナウイルス感染症の影響により、旅客需要が著しく減退し、売上高は前年同期を大幅に下回りました。

旅客需要については、国内線では５月の緊急事態宣言解除以降徐々に回復していますが、国際線では期を通じ
て大きく減退した状況が続いています。

 需要の減退に合わせて運航規模を抑制し燃油費・空港使用料等を削減した他、役員報酬・管理職賃金・一時金
等の人件費の削減にも取り組みましたが、多額の営業損失を計上しました。

 新型コロナウイルス感染症の影響が続く中でも、お客様に航空機をより安心・安全にご利用いただくために、空港
やラウンジ・機内等の清潔・衛生的な環境づくりに取り組んでいます。

運航規模の抑制による変動費の削減に加え、人件費等の固定費を削減し３，３３０億円のコスト削減策（雇用
調整助成金２１４億円の効果を含む）を実行しましたが、売上高の減少が非常に大きかったことから、売上高は 
２，９１８億円、営業損失は２，８０９億円、経常損失は２，６８６億円、親会社株主に帰属する四半期純損失は 
１，８８４億円となりました。 

単位：億円（増減率を除き、単位未満は切り捨て） 

【連結経営成績】 
２０２１年３月期 

第２四半期 

２０２０年３月期 

第２四半期 
増減 増減率(％) 

売 上 高 ２，９１８ １０，５５９ ▲７，６４１ ▲７２．４

営 業 費 用 ５，７２７ ９，７７１ ▲４，０４３ ▲４１．４

営 業 損 益 ▲２，８０９ ７８８ ▲３，５９８ ――― 

営 業 外 損 益 １２２ ２６ ＋９６ ＋３６６．０ 

経 常 損 益 ▲２，６８６ ８１５ ▲３，５０１ ――― 

特 別 損 益 ７ ２６ ▲１８ ▲７１．４

親会社株主に帰属する 

四 半 期 純 損 益 
▲１，８８４ ５６７ ▲２，４５２ ――― 

   単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【セグメント情報】 

２０２１年３月期 

第２四半期 

２０２０年３月期 

第２四半期 
増減 

売上高 営業損益 売上高 営業損益 売上高 営業損益 

航 空 事 業 ２，３６７ ▲２，７７７ ９，３００ ７３５ ▲６，９３２ ▲３，５１２

航空関連事業 １，１９８ ８７ １，４９０ ７４ ▲２９２ ＋１３ 

旅 行 事 業 １３８ ▲４０ ８２３ １３ ▲６８５ ▲５３

商 社 事 業 ３８２ ▲２８ ７５９ １９ ▲３７６ ▲４７

そ の 他 １８５ ８ ２０９ １５ ▲２４ ▲６
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（２）航空事業 
①国際線旅客（ANA ブランド） 
 国際線旅客では、新型コロナウイルス感染症の影響による世界各国での入国規制により、４月から旅客需要が

大きく減退した状況が続き、旅客数・収入ともに前年同期を大幅に下回りました。 
 路線ネットワークでは、大規模な運休・減便を継続した一方で、海外赴任・帰任等の需要動向を見極め、運航継

続路線の選択や臨時便の設定等に努めた結果、運航規模は前年同期比で１５．６％となりました。 
 営業・サービス面では、８月より期間限定で日本発片道割引運賃を設定し、海外赴任や留学等の需要の取り込

みを図りました。 また、９月より Google の提供する航空券の比較検索機能「Google フライト」において、ANA の
公式サイトへ移動することなく、検索から予約・決済まで行うことができるサービスを開始し、国際航空券をより便
利にご予約・購入いただけるようになりました。 
 

   結果として、国際線旅客収入は、３，１８９億円の減収（前年同期比９４．２％減）となりました。 

（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【国際線旅客】 
２０２１年３月期 

第２四半期 

２０２０年３月期 

第２四半期 
増減 増減率(％) 

旅客収入（億円） １９６ ３，３８５ ▲３，１８９ ▲９４．２ 

旅客数（千人） １９３ ５，１７２ ▲４，９７８ ▲９６．３ 

座席キロ（百万） ５，４２６ ３４，８９３ ▲２９，４６６ ▲８４．４ 

旅客キロ（百万） １，３１１ ２６，８０５ ▲２５，４９３ ▲９５．１ 

利用率（％） ２４．２ ７６．８ ▲５２．６pt ――― 

 
②国内線旅客（ANA ブランド） 
 国内線旅客では、新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受け、旅客数・収入ともに前年同期を大幅に下回り

ました。５月の緊急事態宣言解除以降、旅客需要は徐々に回復に向かっているものの、依然として感染者数の動
向に影響を受けやすい状況が続いています。 

 路線ネットワークでは、第１四半期の運航規模は前年同期比２６．７％でしたが、需要の回復に合わせて運航便
数を増やし、第２四半期（７月～９月）は同５０．７％となりました。今後も新型コロナウイルスの感染状況や需要動
向を注視し、機動的に運航規模の最適化を図ります。 

 営業・サービス面では、新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、航空券の払い戻しや変更等を手数料なしで
可能にする特別対応を６月まで実施しておりましたが、７月以降は感染状況が不透明な中でも安心してお客様に
ご利用いただくために、日程や行先の変更の際に手数料がかからない「あんしん変更キャンペーン」を実施 
しました。 

 また、運航便数の増加に伴い、閉鎖していた羽田空港第２ターミナルの一部区画を７月に再開した他、自動手荷
物預け機「ANA Baggage Drop」を国内５空港目である伊丹空港へ導入し、フルサービスキャリアとしての利便性向
上に努めました。 
 

    結果として、国内線旅客収入は、２，８９７億円の減収（前年同期比７８．６％減）となりました。 

（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【国内線旅客】 
２０２１年３月期 

第２四半期 

２０２０年３月期 

第２四半期 
増減 増減率(％) 

旅客収入（億円） ７８９ ３，６８７ ▲２，８９７ ▲７８．６ 

旅客数（千人） ４，６７３ ２３，１０２ ▲１８，４２８ ▲７９．８ 

座席キロ（百万） １１，７８９ ３０，２５１ ▲１８，４６１ ▲６１．０ 

旅客キロ（百万） ４，２８４ ２１，２９３ ▲１７，００９ ▲７９．９ 

利用率（％） ３６．３ ７０．４ ▲３４．０pt ――― 

 
③貨物（ANA ブランド） 
 国際線貨物では、新型コロナウイルス感染症の影響により世界的な旅客便の運休・減便が発生し、貨物スペース

の供給量が低位に推移する中、マスク等の緊急物資の輸送需要が増加したことに加え、８月以降は完成車・自動
車部品や半導体・電子機器等の需要が徐々に回復し、需給の逼迫は継続しました。このような状況において、当
社グループでは、貨物専用機による臨時便・チャーター便の設定や、旅客機を使用した貨物臨時便の運航を積極
的に推進し需要の取り込みを図りました。この結果、大規模な旅客便の運休・減便の影響で輸送重量は前年同期
を大幅に下回りましたが、収入は前年並みの水準を確保しました。 
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結果として、国際線貨物収入は３億円の減収（前年同期比０．６％減）、国内線貨物収入は３９億円の減収（前年 
同期比３１．６％減）となりました。 

 
                           （増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【貨物】 
２０２１年３月期 

第２四半期 

２０２０年３月期 

第２四半期 
増減 増減率(％) 

国

際

線 

貨物収入（億円） ５０８ ５１１ ▲３ ▲０．６ 

輸送重量（千トン） ２２７ ４３３ ▲２０５ ▲４７．４ 

有償貨物ﾄﾝｷﾛ（百万） １，０４７ ２，０８２ ▲１，０３５ ▲４９．７ 

国

内

線 

貨物収入（億円） ８６ １２６ ▲３９ ▲３１．６ 

輸送重量（千トン） ９３ １８５ ▲９２ ▲４９．８ 

有償貨物ﾄﾝｷﾛ（百万） １０３ １９１ ▲８８ ▲４５．９ 

 
④LCC 
 LCCでは、新型コロナウイルス感染症の影響により需要が大きく減退した結果、旅客数・収入ともに前年同期を大

幅に下回りました。５月の緊急事態宣言解除以降、国内線の旅客需要は徐々に回復していますが、前年同期と比
較すると低位にとどまっています。 

 路線ネットワークでは、第１四半期の国内線の運航規模は前年同期比４２．０％でしたが、８月に成田＝釧路線、
成田＝宮崎線を新たに開設する等、旅客需要の増加に合わせてネットワークの回復・拡充を図り、第２四半期（７
月～９月）の運航規模は前年同期比１１２．４％となりました。国際線では、３月中旬から全路線で運休が続いてい
ますが、入国制限の緩和等に伴い、１０月より羽田＝台北(桃園)線、成田＝台北(桃園)線、関西＝台北(桃園)線を
それぞれ週３往復で再開する等、環境変化に柔軟に対応してまいります。 

 
   結果として、当期の LCC の売上高は３７７億円の減収（前年同期比８１．７％減）となりました。 

（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【LCC】 
２０２１年３月期 

第２四半期 

２０２０年３月期 

第２四半期 
増減 増減率(％) 

旅客収入（億円） ８４ ４６１ ▲３７７ ▲８１．７ 

旅客数（千人） ８１７ ３，９９５ ▲３，１７８ ▲７９．５ 

座席キロ（百万） ２，０９０ ５，８５８ ▲３，７６８ ▲６４．３ 

旅客キロ（百万） ９２２ ５，０９０ ▲４，１６７ ▲８１．９ 

利用率（％） ４４．１ ８６．９ ▲４２．８pt ――― 

 
⑤その他 
 航空事業におけるその他の収入は６８１億円（前年同期比３７．５％減）となりました。なお、航空事業におけるそ

の他には、マイレージ附帯収入、機内販売収入、整備受託収入等が含まれています。 
 

（３）航空関連事業・旅行事業・商社事業・その他 
 航空関連事業では、新型コロナウイルス感染症の拡大による航空各社の運休・減便の影響により、旅客の搭乗

受付や手荷物搭載等の空港地上支援業務の受託が全空港で減少したことや、機内食関連業務の受託が減少し
たこと等により、売上高は１，１９８億円（前年同期比１９．６％減）となりました。一方、人件費等の費用を削減した
ことにより、営業利益は８７億円（同１７．６％増）となりました。 

 旅行事業では、新型コロナウイルス感染症の拡大により、旅行事業は海外旅行・国内旅行ともに大きな影響を受
けました。海外旅行は渡航制限の影響により、当社グループが主催する全ツアーの催行を中止としました。また、
国内旅行は７月からの「Go To トラベルキャンペーン」の後押し等もあり、需要は徐々に回復していますが、前年同
期と比較すると低位にとどまっています。これらの結果、売上高は１３８億円（前年同期比８３．２％減）、営業損失
は４０億円（前年同期 営業利益１３億円）となりました。 

 商社事業では、新型コロナウイルス感染症の拡大により、リテール部門の空港免税店「ANA DUTY FREE SHOP」
や空港物販店「ANA FESTA」を中心に甚大な影響を受けました。「ANA FESTA」は、国内線旅客数の増加に伴い
徐々に回復しているものの、前年同期と比較して大幅な減収となりました。また、生活産業部門では機内で提供
する飲料・食品やアメニティ等の機用品の取り扱いが大幅に減少しました。これらの結果、売上高は３８２億円（前
年同期比４９．６％減）、営業損失は２８億円（前年同期 営業利益１９億円）となりました。 

 その他では、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、空港施設の閉鎖や工事案件の減少等が発生し、建物・
施設の保守管理事業や建築設備事業の収入が減少したこと等により、売上高は１８５億円（前年同期比１１．６％
減）、営業利益は８億円（同４３．５％減）となりました。 
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（４）連結財政状態                        （自己資本比率、Ｄ／Ｅレシオを除き単位未満は切り捨て） 

【連結財政状態】 
２０２１年３月期 

第２四半期末 
２０２０年３月期末 増減 

総資産（億円） ２７，４４６ ２５，６０１ ＋１，８４４ 

純資産（億円） ８，９０２ １０，６８８ ▲１，７８６ 

自己資本（億円）  （注１） ８，８５１ １０，６１０ ▲１，７５８ 

自己資本比率（％） ３２．３ ４１．４ ▲９．２pt 

有利子負債残高（億円）  １３，１５５ ８，４２８ ＋４，７２６ 

Ｄ／Ｅレシオ（倍） （注２） １．５ ０．８ ＋０．７ 

注１：自己資本は純資産合計から非支配株主持分を控除しています。 

注２：D／E レシオ＝有利子負債残高÷自己資本 

 

（５）連結キャッシュ・フロー                                  単位：億円（単位未満は切り捨て）         

【連結キャッシュ・フローなど】 
２０２１年３月期 

第２四半期 

２０２０年３月期 

第２四半期 

営業活動によるキャッシュ・フロー ▲１，９０９ １，４０３ 

投資活動によるキャッシュ・フロー ３７２ ▲１，１２５ 

財務活動によるキャッシュ・フロー ４，６９４ ３ 

現金および現金同等物期末残高  ４，５１０ ２，３９８ 

減価償却費 ９０１ ８５８ 

 
２．２０２１年３月期の見通し 
 新型コロナウイルス感染症の影響により、収入動向等が極めて不透明な状況が続き、適正かつ合理的な算定が

困難であることから業績予想を未定としておりましたが、現時点で入手可能な情報から得られた判断に基づいて
業績予想を公表いたします。 

 新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う世界各国の入国制限や日本国内における移動自粛等の影響を強く受
け、旅客需要は大きく減退しました。下半期については、需要は徐々に回復に向かうものの、前期水準まで戻ら
ないと見込んでおり、通期の売上高は前期から約６割減少すると見通しています。一方、運航規模の抑制による
変動費の削減に加え、人件費や機材費等の固定費の削減に取り組んでまいりますが、売上高の減少の影響が
大きく、各段階利益は前期から大きく下回り、営業損失、経常損失及び親会社株主に帰属する当期純損失を計
上する見通しとなりました。 

 また、「『ANA グループの新しいビジネス・モデルへの変革』に関するお知らせ」にて本日公表いたしましたとおり、
収支改善を進めるための航空機の大量退役に伴う減損損失等（約７３０億円）に、施設・設備等の減損損失等を
含め、合計１，１００億円の特別損失を計上する見込みです。 

 以上のことから、現時点における２０２１年３月期の連結業績予想は、売上高７，４００億円(前期比６２．５％減)、
営業損失５，０５０億円(前期営業利益 ６０８億円)、経常損失５，０００億円(前期経常利益 ５９３億円)、親会社に
帰属する当期純損失５，１００億円(前期親会社に帰属する当期純利益 ２７６億円)を見込んでおります。 

 業績予想が困難であることから未定としておりましたが、新型コロナウイルス感染症による影響が当社グループ
に甚大な業績の悪化をもたらしていることから、誠に遺憾ながら無配とさせていただきたく存じます。 

 なお、算出にあたり、米ドル円為替レートは１１０円、航空燃油費の一指標であるドバイ原油の市場価格を１バレ
ルあたり４０米ドル、シンガポール・ケロシンを１バレルあたり５０米ドルとしています。 
 

    単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【２０２１年３月期見通し（連結業績）】 当期予想 
前期実績 

（２０２０年３月期） 
増減 

売 上 高 ７，４００ １９，７４２ ▲１２，３４２ 

営 業 損 益 ▲５，０５０ ６０８ ▲５，６５８ 

経 常 損 益 ▲５，０００ ５９３ ▲５，５９３ 

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 

当 期 純 損 益 
▲５，１００ ２７６ ▲５，３７６ 

 
以 上 


